
　◇災害発生時（地震・風水害）　フローチャート

様々な災害・事故に備えてのマニュアルを、項目別にお知らせ致します。

在園時 登降園時 在宅時 在園時 登降園時 在宅時

園より緊急 帰　宅 休　園 避難場所へ 帰　宅 休　園
ﾒｰﾙ・TEL連絡 避難

避難場所へ 保護者迎え
避難 （避難場所）

保護者迎え
（避難場所）

在園時 登園時 在宅時 降園時 在園時 登園時 在宅時 降園時

保護者迎え 帰　宅 休　園 帰　宅 保護者迎え 帰　宅 休　園 帰　宅
（保育園） （避難場所）

　◇各ご家庭への連絡方法

１）メール連絡網　（メール連絡網ツール「まちcomi」を利用しています）

・ご登録いただいているかたのみです。

・受信後の開封確認は、各自責任をもって行なってください。

・非常時は各携帯会社でサーバーの遅延が起こることがございます。

・まちcomi「学校用携帯サイト」へ、メール配信と同時に同内容で「お知らせ」として掲載致します。なんらかの

障害でメールが受信できていないことが予想されるときは、ご自身でそちらへアクセスし、ご確認ください。

２）電話連絡

・メール連絡を希望されないかたへのご連絡方法です。

・災害・緊急時のご連絡をスピーディに行なうため、出来る限りメール連絡網をご利用ください。

・メッセージを残すことができるよう、お出になることができない場合、必ず留守番電話設定にして下さい。

３）災害伝言ダイヤル（１７１）の利用

大規模災害による電話利用の増加により、災害伝言ﾀﾞｲﾔﾙ利用が開始された場合は、こちらを利用します。

①”１・７・１”をダイヤル … 音声が流れます

②”２”をダイヤル

③園の電話番号（０４６６８７８００１）を市外局番からダイヤル　…　メッセージをお聞きください。

※災害発生時には電話が大変つながりにくくなります。状況が落ち着くまでは、出来る限り、上記の災害伝言
ダイヤルをご利用ください。

園より緊急連絡ﾒｰﾙ・TEL連絡 園より緊急連絡ﾒｰﾙ・TEL連絡

災害発生時について

東海地震等の警戒宣言発令 震度5弱以上の大地震発生

広報・テレビなどにて知る

風　水　害　　・　　雪　害 火　　　　災

■震度につきましては、発表される震度に 

 かかわらず、様々な報道により「大規模 

 災害である」と認識された場合、可能な 

 限り早めのお迎えをお願いします。 
 

■メール連絡・電話連絡は致しません。 

 各自速やかに避難場所までお越し下さい。 

 避難場所については、 

 次頁に記載がございます 



　◇「緊急災害時園児引き取りカード」について

当園では、災害時、お子さまの引渡しに　【緊急災害時園児引き取りカード】　を使用しています。

≪このカードは・・・≫
災害時、カードを照らし合わせながらお子様を無事に保護者様のもとへお渡しすることを目的としています。
別紙にて　【緊急災害時　園児引き取りカード】　をお渡ししますので、ご記入の上、速やかにご提出ください
ますようお願い致します。（ご提出いただいたカードは園で保管致します。）

【記入時にご注意いただくこと】

①    園児引取保護者様氏名は必ず4番目までご記入ください。

②    ご記入いただいた連絡先（住所・電話番号）が変更になった場合は速やかにお知らせください。

　◇災害発生時の避難場所・お子さまの引渡し方法について

1． 災害発生時、保育士が避難誘導にあたり、避難場所にて保護者様のお迎えをお待ちしておりますので、
　　指定の避難場所へ直接お迎えにいらしてくださいますようお願い致します。

2．   防犯上、引き取りカードに記載された保護者様にだけ、お子さまをお引渡し致します。

3．   お子さまをお引き取りになる際、保育士によるお顔の確認が不可能な保護者様の場合、身分証明書に

　　　よるご本人確認をさせていただく場合がございます。ご了承ください。
　　　

4．　お引き取り時、名簿へ、「引取時間の記入」「ご署名」をしていただきますので、無断で連れ帰ることは

　　　絶対におやめください。

　◇避難場所（第１避難場所に居ない場合は第２におまわりください。）

　　≪第１避難場所≫
　　　　　秋葉台公園の自由広場
　　　　　（正面玄関向かって左）

　　≪第２避難場所≫
　　　　　秋葉台中学校　校庭

　　　　　たんぽぽ保育園

秋葉台 
文化体育館 

≪第１≫ 
秋葉台公園 
   自由広場 

≪第２≫ 

秋葉台中学校 

     校  庭 

秋葉台公園球技場 

交通機関が麻痺したり大混雑した場合、電話がまったくつながらない場合・・・、 

いざというとき、どのようにしてお子さまを迎えに行くか、また、どのようにして 

家族全員が安否を確認しあうか。 これらのことを日頃からご家族間で 

話し合い、共通の意識としてお持ちください。 


